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第 1章 緒 論
先きに当研究室の内藤,津久問,東等 1) が発
表 したシリコン被覆スライ ド培養法 (SSC)は,
結核菌が池水界面に吸着される性質を応用 した














































ついて検討 し,その成績を報告 した｡ しかし,
その後の経験で,束の成績の一部 (菌液-のス
ライ ド浸潰時間と附着菌数)に疑問を生 じ,又
実際に SSCによる実験を行うには, 尚2, 3
の因子について追加検討する必要を認めた｡史









ーテル,石油ベ ンジン,ベ ンゾール, トリオー
ル,エーテル,クロロホルム等の脂肪溶剤の中
で結核菌に対する障害作用は石油ベ ンジンが最
も弱いこと,石油ベンジン菌液を 用 い る と,
mucin,12)血清12),卵白12),珪酸ゼ リー13)等の特
別な菌附着剤を用いな くても,.結核菌がスライ












予知 し得 ること等の利点がある ため で あ る｡


























































































第 3章 実 験 成 績
第 1節 石油ベンジン菌･,夜に関する検討
京大結研紀要 第12巻 第 2号
実験 1 菌液濃度 と附着菌単位数
方 法
第 2章で記載 した方法で 1.0mg/cc,0.1mg/cc
及び 0.01mg/ccの 石油ベ ンジン菌 液 を 作 成
し, これに SSを各 々5枚づつ約 1- 2秒間浸
潰 し,判定方法 (i)によって SS上 の附着菌単
位数を算定 した｡鏡検倍率は 7×40又は 7×90
で行い, 1スライ ドにつ き3視野づつ, 5ス ラ
イ ドで計15視野の附着菌単位数を求めた｡尚表
1には 7×40倍に換算 して示 した｡
成 績
0.01mg/ccの菌液濃度では,結核菌は SS表
面上 に殆 ど単弧菌 として附着 しているのがみ ら
れた｡ 0.1mg/ccか ら 1.0mg/cc- と 菌液濃度
が増加するに従い,結核菌はわづかなが ら集合
す る傾向がみ られたが,多 くは 1菌単位中の菌
数は 4- 5箇の範囲に止 り,後述す る,Tween-
Albumin培地培養菌液や蒸滑水菌液を使 用 し
た時に比べて,単弧菌 として附着 しているもの
が圧倒的に多か った｡ 又, SS表面-の菌の附
着状態は極めて均等に行われ,各スライ ド間の
附着菌単位数の変動 も,表 1に示す様に極めて
少 く,各スライ ドについて 3視野のみの合計を
もって比較 しても,その平均附着菌単位数 との
変動が,50%以上 に達す るものは殆 ど見 当らな
か った｡菌液濃度 と SS上-の附着菌単位数 と
の間には大略比例関係が認め られた｡即ち菌液
表 1 菌液濃度と附着菌単位数 石油ベンジン菌液
菌 液 濃 度
S S 番 号
1.0mg/cc
附 着 菌 単 位 数 L 計
0.1mg/cc
附着 菌 単位 数 【 計
1 i2448⊆2769
計
2188 i 7405 】 3叫
210 1 i2050i2208
0.01mg/cc
附 着 菌 単位 数 計
434;357 】 11551 63j 7 8 r 671 208
48F 34
1視 野 平 均 1 2057 1 2981 72













係を検討 した｡ 浸漬時間 としては, 1秒, 2
秒, 5秒,10秒,30秒及び 1分間を対象 とし,




浸 漬 時 間









約 0.1mg/ccの石油ベ ンジン菌液を作成 し,
SS浸潰回数と附着菌 単位数との関係を 検討 し
た｡SS浸潰回数としては, 1回,2回, 5回
及び10回を対象 とし, それぞれ 3Slidesづつ
検討 した｡附着菌単位数の算定には 判 定 方 法
(i)を用いた｡ 尚 1回の 浸漬 時間は 1- 2秒

























ま静置 した場合 と, SS投入後 3分間間断なく
菌液を入れた小試験管を手で振塗 した時との附
着菌単位数の差を観察 したものである｡附着菌









表 4には, 静置浸演と振塗浸漬とを各々 3
Slidesづつ行い,各 Slideにつき5視野を 7
×10で鏡検算定 した発育集落数を載げた｡振塗
浸演を行 った Slideでは Slideの断端的 5mm
の巾の部分には,静置浸漬 したスライ ドに比べ
ると明らかにより多 くの集落数発育が認め られ
た｡ しか し Slide中央部の発育集落数は,静置
浸活と振塗浸演の間に有意の差を認 め な か っ
-16-
た｡
実験 5 同一菌液反復使用時の SS浸潰枚数
と附着菌単位数
方 法
小試験管に 5cc注入 した約 1.0mg/cc の石
油ベンジン菌液に137枚の SSを連続的に約 1
秒間づつ浸漬 し,1枚冒,18枚目,35枚目,103






ス ラ イ ド 枚 数
18枚目 i35夜 目 F1 03枚目















第 2章に記載 した様に, 1%小川培地に培養
約 3週目の集落で,約 0.5mg/ccの石油ベンジ








京大結研紀要 第12巻 第 2号
表 6 石油ベンジン菌液中の生菌単位数比














表 6には同一倍率 7×10に換算 した附着菌単
位数と発育集落数が示 してある｡両者の比は約





















表 7 石油ベンジンの結核菌障害作用 (i)
菌 液 作 成 後 の 経 過 時 間
5分月0分 口5分 20分.30分 60分 :24時間













/cc の石油ベ ンジン菌液作成後, それぞれ 5
分,10分,20分,25分,30分,45分, 1時間,
1時間30分, 2時間, 2時間30分及び 3時間放
























の5種類の濃度の T-A 菌液を作成 し,これに
SS各 3枚づつ 約 1- 2秒間浸漬 し, 判定方
法 (ii)によって SS 上に発育 した集落数を算




表 9に示す如 く菌液濃度と SS上の発育集落
数との問には大略比例関係が認められた｡即ち
菌液濃度が10倍になると発育集落数も約10倍に
なっている｡ しか し 0.001mg/cc以下の濃度の
菌液では発育集落数が少 くこの関係は明らかで














637 659 654 648 616 574
(4W8)0 (6W8)1 (6W4㌢ (5W9)i･ (6JZ)2; (61号
495 339; 408･ 411 428
菌液濃度 :1.0mg/cc
( )内は肉眼的判定
-118- 京大結研紀要 第12巻 第2号





























? ??? ? ?
311.7 1 47.3
鏡検倍率 :7×10
表 10浸 潰 時 間 と発 育 集 落 数 T-A菌液
問









後のものも稀に見 られる｡ しかし単孤菌は少 く
ても, 1菌単位中の菌数はほぼ一定 しており,



















約 0.1mg/ccの T-A菌液を作成 し,SS浸漬
回数と発育集落数との関係を検討 した｡ SS浸
漬回数としては, 1回,2回, 3回, 5回及び
10回を対象とし,それぞれ 3Slidesづつ検 討























0.1mg/ccの T-A菌液を用い, 菌液に SSを










表12には, 静置浸漬と振漁 浸 漬 とを各 々
3Slidesづつ行い, 各スライ ドにつき5視野
を7×10で算定 した発育集落数を載げた｡浸塗
浸演を行ったスライ ドではその断端的 5mm の
巾の部分に極めて多数の集落が発育しているの







実験 5 同一菌液反復使用時の SS浸漬枚数
と発育集落数
方 法
小試験管に 2cc入れた約 0.1mg/ccの T-A
















養菌液を用い, 生理的食塩水で稀釈 して約 0.5
mg/ccの菌液を作成 し, これに20枚の SSを
約 1秒間浸漬 し,その内10枚は直ちにカルボー






表 13 同一菌液反復使用時のSS浸潰枚数と発育集落数 T-A菌液










計 1 1692 1 8196





























3 日 15 日 】10 日 f15 日∃20 日










て約 1.5mg/ccの菌液を作成する｡ これを 3.6
ccづつ8本の小 型 試 験管に分注する｡別 に
キルヒナー原液を用いて,稀釈度40倍,80倍,
160倍,320倍,1280倍,5120倍,及び10240倍
の Tween80溶液を作成, これらをそれ ぞ れ
0.4ccづつ既に菌液を分注 した 7本の小試験管
に注入 した｡残る1本にはキルヒナ ～原 液 を
0.4cc注入 し,これを Tween80を含まない対





血清加キルヒナー培地に投入 し, 10日間 培 養
級,SS上に発育 した集落数を各 スライ ドにつ












表 16 菌液中 Tween80の濃度と発育集落数
-121-
Tween80濃 度 % (Ⅴ/v)
0.25 0.125 0.062 0.0313 0.0078 0.0019 0.0009 0
発 育 集 落 数 605 1075 999 1274 . 1710 1334 1503 1422
1
































に SSを各 3枚づつ約 1- 2秒間浸漬 し,判定
方法 (ii)によって SS上に発育 した集落数を




表17に示す如 く, 菌液濃度と SS上の発






















-122- 京大結研紀要 第12巻 第2号
表 18 SS浸 漬 時 間 と 発 育 集 落 数 蒸溜水菌液
浸 潰 時 間
? ??? ? ?
133 j 159 238
24時間



















約 0.1mg/ccの蒸滑水菌液を作成 し, SS浸
潰回数と発育集落数との関係を検討 した｡ SS
浸漬回数としては, 1回,2回, 3回, 5回及
び10回を対象 とし, それぞれ 3Slidesづつ検





















実験 1,実験 2及び実験 3では,いずれも静




/ccの蒸潜水 菌液を用い, 菌液に SSを投 入












成 績 表20には, 1 Slide につき3視野
の発育集落数の合計を示 したが,菌液を振親 し
つつ Slideを浸漬 した方が発育集落数は明らか




義 21 同一菌液反復使用時のSS浸漬枚数と発育集落数 蒸滑水菌液
? ?
5 枚 目 L10枚 目 ;15枚 目 t20枚 目
67
37 t 53
実験 5 国-菌液反復使用時の SS浸漬枚数
と発育集落数
方 法
小試験管に 2cc分注 した 約 0.1mg/ccの蒸
滑水菌液に30枚の SSを連続的に約 1秒間づつ






育集落数を示 したが, 3回の実験共, 30枚目
の SS上の発育集落数は 1枚目の SS上の発育
集落数と大差なく,菌液濃度 0.1mg/ccで菌液
量 2ccの蒸滑水菌液には,少 くとも30枚の SS






約 0.5mg/ccの蓑滑水菌液を作成 し, これに
20枚の SSを約 1秒間浸漬 し,その内10枚は直
ちにカルボール ･フクシンで染色 し, 7)く90倍




































種条件が非常に重要な因子となっ て い る が,
SSCに於ても菌の接種,即ちSSへの薗附着の
聞題は極めて重要である｡そこで 著 者 等 は,
SSC用の菌液として, 集落をガラス玉で磨砕,
水又は食塩水に懸濁させる普通の 水 性 菌 液,
Tween-Albumin培地による深部均等培養液,






























































































-126- 京大結研紀要 第12巻 第 2号
表 23 SSへの結核菌附着に影響する諸因子の検討
総 括
菌 附 着 に 及 ぼ す
石 油 ベ ン ジ ン菌 液 I T-A 菌 液
因 子
菌 液 濃 度
浸 漬 時 間




























































































































得 られないのは,前述 した如 く,石油ベンジン
- 127一 一
























SSC に使用するため, 著者等は, 石油ベン
ジン菌液,T-A 菌液, 及び蒸潜水菌液を取り
上げ,その各々について,SS表面-の 結核菌
の附着に影響する諸因子を詳細に検討 し,次の
結論を得た｡
石油ベンジン菌液,T-A 菌液, 及び蒸溜水
菌液はいずれも SSC用の菌液として 使用可能
である｡SS上への菌附着の効率, 薗附着の均
等性,接種商量の平等性からみて,以上 3柾の
菌液の中では石油ベンジン菌液が最も優れ,吹
に T-A 菌液が載げられ,蒸滑水菌液は上記2
種類の菌液に比べるとやや劣る様である｡叉集
落数算定を要求される諸実験に於ては石油ベン
ジン菌液を使用することが望ましい｡但 し石油
ベンジン菌液では菌液作成後,かなり遠な菌液
中生菌数の経時的減少があるので,菌液作成後
SS浸漬操作終了迄の時間は30分以内に制限す
る必要がある｡
ー128-
文 献
1)内藤,津久間,東,外 :第31回日本結核病学会総
会 (昭和31年5月)及び第32回日本結核病学会総
会 (昭和32年4月)
2)恒村 :京大結研紀要,7(3)増刊Ⅲ,366(昭34)
3)松島 :京大結研紀要,8(1)増刊Ⅱ,584(昭34)
4)井本 :京大結研紀要,7(3)増刊Ⅲ,306(昭34)
5)神田 :京大培研紀要,7(3)増刊 Ⅰ,328(昭34)
6)伊藤 :京大結研紀要,7(1),181(昭33)
京大結研紀要 第12巻 第2号
7)池田 :京大結研紀要,12(1),21(昭38)
8)中井 :未発表
9)束 :京大結研紀要,7(3)増刊 Ⅰ,461(昭34)
10)東 :京大結研紀要,7(3)増刊 Ⅰ,468(昭34)
ll)東 :京大結研紀要,7(3)増刊Ⅲ,22(昭34)
12)山本 :京大結研紀要,3(1),42(昭29)
13)小谷,外 :第7回日本結核病学会近畿地方会 (昭
和28年5月)
14)Fisher,M.W.:∫.Bact.,67,613(1950)
15)衛生検査指針厚生省編纂 Ⅰ,22(1958)
